
～保護者のみなさまへ～ 
給食後に歯みがきをしてい

る生徒が少ないです。（特に３

年生）給食後、お口の中がすっ

きりしないのでは、ニコッと

笑った時に歯に何か挟まって

いたら･･･と心配になります。

ご家庭でも、お箸と一緒に『歯

みがきセット』を持って登校

するよう、お声がけいただけ

るとありがたいです。 

今年度の歯科健診の結果を

受け、治療完了書を提出して

いただいているところです

が、春の健康診断から半年以

上経過していることもあるた

め、むし歯の疑いがあってま

だ通院していない生徒には、

ピンク色の用紙で再々度治療

勧告をさせていただきます。

むし歯は自然治癒はしません

ので、早急に歯科医院にてご

相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 1１月号 春日部市立豊春中学校 保健室 

１０月の最終週からでしょうか。急に寒くなったこともあるためか体調を崩している人が

増えています。また、１１月に入り、発熱、咳、倦怠感の症状を訴えるインフルエンザの診

断を受ける生徒が増えています。空気の乾燥も一層強まることが予想されますので、喉の調

子がいつもと違う時や咳が出る場合にはマスクをお勧めします。まずは、そのような症状が

ある人がマスクを着用するのがマナーですよ。 

より一層の感染症予防のために、睡眠と食事の確保、 

手洗い、うがい、歯みがきもしっかりお願いします。 

●保健室のつぶやき● 11 月から後期保健委員会がスタートしました。保健委員は豊春中をしっかり支えてくれています。毎日のお

仕事本当にありがとうございます！衛生点検も積極的にやってくれています。保健委員だって豊中生のリーダーといっても過言ではない！◆

生徒のみなさんも大人もいろいろなことがあり毎日必死です。みんなの笑顔に癒されます。ホッとできることを大切にしつつ、小さな楽しい

ことを見つけながら笑顔で過ごしていきましょう！◆保健講話で感じたこと学んだことは心の中に大切にとっておき、いつでも思い出せるよ

うにしておきましょう。◆いつまでも、ありのままの自分を大切していきましょう。 
 

  
豊春中生の歯みがき習慣はちゃんと身についたのでしょうか？！ 

テストや職場体験学習などがあるので、今月の歯みがき週間は、 

11 月２０日（木）～ 11 月２７日（木） です。 

１０月２５日（土）土曜参観にて学年ごとに保健講話を行いました。 

『助産師から伝える命のお話』  講師 春日部市助産師会 日野暁子 先生  

今年度も、１年生では『成長していく自分たちの心と身体（第二次性徴）』２年生で

は『生命の誕生』３年生では『未来への大切な知識（性感染症）』をテーマに日野先生か

ら「性教育＝生き方の教育」の講話をいただきました。 

これから豊春中生の今後の中学校生活、そして卒業後してからも、

『心が生きる』ために大切な話をしてくださいました。正しい知識、

思いやり、親への感謝、生と死など、みんなの心に残ったものはそれ

ぞれありました。 
 

この世にいらない命はひとつもない!!  
ひとりひとりのストーリーをもって生まれてきた！ 
自分に与えられた時間をどう大事にできるかが大切！ 
個人差はあって当然（個性）。大切なのは『持ち物』ではなく『持ち主』！ 
自由とは責任が伴うこと。言動、行動すべてに責任を持ちましょう。 

 

日野先生のお話は、生まれてきたことが誇らしく、心がとてもあたたまりました。 

今は自分事として捉えられなくても、いつか思い出して活かせることもあるこ

と、知識があっても、いざというときに行動できなくちゃ意味がないというこ

となど、たくさんのお話をしてくださいました。ありがとうございました！ 
 

★『正しい情報をググる』こと！⇒『つながるＢＯＯＫ』は、保健室前に掲示してあります。 

 
保護者の方々もご参観いただきありがとうございました。各学年２０～３０名の保護者の方にご

参観いただきました。生徒に行った事前アンケート結果では、大部分の生徒が、体のことで悩んだ

り困ったことがあった時に一番はじめに相談する相手は『保護者』と答えています。ぜひご家庭で

も共通の話題でお子さまと話していただきたいと思います。 
 

＜保護者の方からの感想より＞ 

・いつも子どもたちのことを想った講話をありがとうございます。 

この授業で子どもたちが自分事として性、命のことをよく考えてほしいと思います。 

・今はネットで調べたらいろいろな情報が出ていますが間違った情報も中にはあるのでちゃんとした話を聞けて良

かったです。間違った知識でお互いを傷つけたりしないでほしいし、お互いを思いやり嫌なことは NO といえる関

係も大切だと思いました。 

・とてもいいお話でした。先生が様々な立場の生徒、保護者に配慮しながら言葉を選んで我が子のことだけでなく

自分自身のことも考えることができました。話を聞きながら自然と涙が出ていました。 

・家ではここまで詳しくお話をする機会が少ないので、勉強になったと思います。みんなも同じ悩みがあるものだと

わかると心が軽くなることもあると思うのでいい機会でした。 

・助産師を目指すきっかけや今に至るまでの話がきけて参考になりました。 

今日の講話をきっかけに少し話し合ってみます。 

・親としても、子どもの変化に対してどう向き合えあいいのか考えて接していこうと思いました。そして性の問題に悩

んだ時に話してもらうためにも日頃からの会話を大切にしたいです。 

・写真の拡散など、最近のトラブルも紹介してくれてとてもよかったです。 

・自分が中学生の時に聞きたかったです。体だけでなく心のことも話していただき大変参考になりました。 

・自分を大切にする、そして周りの人も大切にする。とても大切なことです。子どもたちに伝わってほしいな。 

・３年間、命の大切さを感じる時間をありがとうございました。自分が大事なのと同じように、相手のことも大事にす

る気持ちをもって接してほしいです。 

・男の子の話が聞けて良かったです。 

・男女一緒に講話がきけてよかったです。 

 

 

『 歯みがきって歯みがき粉をつけないほうが、汚れがよく落ちる！！ 』  

っていう話を聞いたことがありますか？歯みがき粉は清涼感があるので歯についた瞬間にみ

がけたような気になってしまうそうです。歯みがき粉をつけないときには、汚れが落ちるまで

すっきり感がないので、汚れをしっかり落とすことができます。そこで！はじめは歯みがき粉

をつけずにみがき、汚れが落とせたら、歯みがき粉をつけて仕上げみがきをするとお口の中が

とてもすっきりすると思います！ぜひ試してみてね。 



受精卵からどのように成長していったのかな？ 
◆へその緒を持っている人は見てみてね。 

◆お母さんのおなかの中（子宮）で羊水を飲んで大きくなる→『飲む』準備をしている。 

 

自分はどうやって生まれてきたのかな？ 
◆生まれる方法は『通常分娩（産道を通ってくる）』『帝王切開』の２つの方法がある。 

①『通常分娩（産道）』 

産道を通ってくる時にも赤ちゃんは命がけ！赤ちゃんは、頭の向きをお母さんのおしり側に向け

たり、どうやって骨盤に囲まれた狭い産道をくぐり抜けるか、ぐるぐるまわって生まれてくる。

また、赤ちゃんは頭の骨を重ね合わせながら狭い産道を出てくる。 

②『帝王切開』 

双子、早く出してあげないといけないときなど、いろいろな理由で手術となる。でもそんな時に

も赤ちゃんは命がけ！赤ちゃんは肺呼吸の準備ができないまま外に出されるため、肺の中の水が

抜けていない。そのため息が吸いたくても水が邪魔をしていて、きれいな肺音になるには時間が

かかる。 

◆産声は、息ができた！生きていける！という証拠。 

 

『命の時間』～こうだい君の話～ 
◆寿命は誰にもわからない。どう生きるかが大事。すっきりした表情のこうだい君、生き抜いた証だ

と感じた。恥ずかしくないように生きる、後悔のない人生を！ 

◆生きる力があったからこそ、自分がここにいる！自分はすごいんだと胸を張ろう！ 

◆今、生き方について悩んでいる人もいるかもしれない。でも、前を向ける時が来たら前を向いてほ

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も春日部助産師会の日野暁子先生に講話をしていただきました。それぞれの学年に合わせた内容で理解を深めることが出来ましたね。帰宅後、お家の

方と共通の話題でお話できた人もいるのではないでしょうか。『ひとつもいらない命はない』『性教育は心の生き方教育です』などなど、心に響くフレーズがた

くさん散りばめられていていました。みなさんの心にはどんなことが残りましたか？ 

１校時：２年生『生命の誕生』 

２年生感想より 
・日野先生の実体験の話がとても印象に残った。 

・「人には寿命があって、それがどのくらいあるかはわかない」という話から、普

段当たり前に過ごしている日々を尊く感じることができた。 

・「命の時間」についての話から、命には限りがあること、その時間をどう使うか、

どう生きるかが大事だということが分かった。 

・生まれてくるまでになくなってしまう赤ちゃんも多くいることも知った。産んで

くれた母や、家族に感謝をしていきたい。 

・「赤ちゃん」も「お母さん」も大変だった。 

・赤ちゃんは頭を使って、狭い産道を一生懸命通ってくることが分かった。産道を

通れない赤ちゃんも多くいることもわかった。 

・産声は、肺に酸素が入り自発呼吸ができるようになった証で、今では当たり前に

できている呼吸も赤ちゃんにとっては大変なことだと知った。 

・人はいつ死ぬかわからないので、今ある命に感謝して、周りの人にも感謝を忘れ

ずにいたいと思った。親にも感謝したい。 

・赤ちゃんの頃は手伝ってもらわないと何もできなかったけれど、時間をかけてた

くさんの方に支えられて今一人でも何かすることができていると感じた。それ

は当たり前のことではなく、いつ寿命が尽きるかわからないけれど自分らしく

生きたい。毎日幸せに生きられることに感謝したい気持ちでいっぱいになった。 

・「産む」ということは、いろいろな「準備が必要」なんだとわかった。 

・みんなそれぞれに生まれてくるときにストーリーがあって、全員に生まれた意味

があるという言葉を大切に生きていきたい。 

・将来子どもを授かる場面になったとき、奥さん、赤ちゃんの大変さを知ったうえ

で、ちゃんとサポートできる人になりたい。 

・こうだいくんの話をきき、自分が生きていることは当たり前ではなく、たくさん

の人に恵まれ助けられ生きていると実感した。自分が生まれてきたのは奇跡なん

だと誇らしく思った。両親にも感謝したい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２校時：１年生『成長していく自分たちの心と身体（第２次性徴）』 

１年生感想より 
・自分のからだについてよく考えたことがなかったので考えさせられた。成

長のスピードは人それぞれで、比べることはないということがわかり安心

した。自分は自分であってほかの誰でもないことを忘れず自分に自信をも

って生きていきたい。 

・月経のことなど不安があったが大丈夫なんだと安心することができた。 

・「この世にいらない命はひとつもない」という言葉が印象に残った。命でつ

ながれた新たな命は決してむだなことはない。悩んだ時にはこの言葉を思

い出して前向きに生きていきたいと思った。 

・男女の体のしくみの違いを教えていただき、女子だけが大変だと思ってい

たが、男子も大変なんだということがわかった。 

・自分自身の未来にもつながることなので、自分の体についてもっと知って

おくべきだと思いました。 

・月経の記録をちゃんとつけておきたい。 

・おなかを冷やさないようにすることや足首も冷やさないようにする工夫を

していきたい。 

・自分の体は自分で管理して、ちゃんと大事にしようと思った。 

・性は恥ずかしいことではなく、心が生きることなんだということを聞き、自

分の性とどう向き合っていくのかしっかりと考え理解していくことが大切

だと思った。 

・わからないこと、不安なことがあるときには信頼できる大人に相談しよう

と思う。 

・自分のことを大切にして自分に自信を持っていきたい。 

・精子はとっても小さく、１回の射精（ペットボトルの蓋くらい）で２～３億

いることにびっくりした。 

・助産師の仕事は、たくさんのおめでとうが聞こえる一方で悲しいことも聞

こえてくる大変でありながら素晴らしい職業だと思った。 

・最近「自分なんか」と思うときが時々あったり、反抗したり。。。それは大人

になるための心の成長だということも分かった。 

・ジェンダーによる差別などは絶対にしてはいけないと思った。 

・「いらない命はない」のに、すぐに「死ね」などの暴言を言う人がいる。そ

んな言葉を簡単に発するのはダメだと思う。言葉に気をつけて生活したい。 

・自分の体や心に自信を持てなかったけれど、自信を持っていいんだと少し

だけ大人になれた気がした。 

・他人を大切にしていくために、まずは自分を大切にしていきたいと思った。 

 



 

３年生感想より 
・安心して出産できるために、しっかりと安心できる相手か、イエスかノーの答えを正直に

できる相手か、ノーと言った時にも離れないで理解してくれる人と幸せになりたいなと思

った。 

・妊娠は、女の子だけで考えることではなく、男の子も一緒に考える必要があるということ

が分かった。性行為をするときは、お互いに、ちゃんと、はっきり「YES」をもらわない

としてはいけない。困っていたり、黙っていて返答がないときは、すべて「ＮＯ」という

ことも分かった。 

・望まない妊娠、性感染症を防ぐためにもコンドームなどの避妊具を性行為の最初から使用

することが大事だとわかった。 

・避妊するためのコンドームやピルなどでは妊娠を１００％防ぐことはできないけれど、９

８％という高い確率で防げることがわかった。コンドームは性感染症を防ぐ効果もあると

わかった。こういう工夫や対策は、相手のためでもあり、自分のためでもあるということ

が、とても大事だと改めて感じた。相手の未来や自分の未来は対策ひとつで変わってくる

ので、絶対に対策をしようと思った。 

・望まない妊娠の可能性を下げるために我慢、コンドーム、ピルなどできることをしっかり

と行うべきだと思った。 

・性感染症になったときには、パートナーがいればパートナーとすぐに病院に行き早めの治

療が大事だとわかった。 

・妊娠、性感染症、自分一人で抱え込むのではなくしっかりと相手に相談したり、話合った

り、大人に助けを求めたりすることも大切で忘れてはいけないことだなと思った。 

・自分の気持ちを押し付けずに相手の気持ちを考え、何をするにおいても同意をとることが

大切だとわかった。また、お互いが安心で安全な環境を作ることが大切だとわかった。 

・妊娠するということの想像ができなくて、不安な気持ちがあったが、日野先生が具体的な

説明をしてくださったので、自分の将来を想像しやすくなった。特に、性行為の話はまだ

遠い話のように感じていたが、相手との対等な関係を築くことや嫌なら「ＮＯ」というこ

となど、お互いの気持ちを尊重して、ゆっくり互いのペースで進んでいけばよいのだとわ

かり安心できた。 

・将来困らないようにするためにも、今の段階で生命について知ることが重要だと感じた。 

・性について相談するのは恥ずかしいことではなく、自分の体をしっかり管理できている証

拠だという言葉が心に残った。今後も自分の体や命と向き合い相手を尊重しようと思う。 

・自分はＮＯと言えないので、自分のためにも周りの人のためにもＮＯが言えるようになろ

うと思えた。 

・正しい言動や行動をとるために正しい知識を身につけて、互いを尊重できるようになりた

い。 

 

３校時：３年生『未来への大切な知識（性感染症）』 

春日部市役所３ Fにある『ぽっぽセンター』

です。  

妊娠・ 出産・ 産後に関する相談、お子さんの

発育や発達に関する相談、お子さんとの関わ

り方に関する相談、家族に関する相談、ぼく ・

わたしの相談、地域の方からの相談をしてい

ます。  


